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(57)【要約】
【課題】室外機の制御内容の変更が簡単で、既設のもの
とは機種が異なる室内機を購入して、簡単に置換えるこ
とができる空気調和機の提供。
【解決手段】室内機１と、室内機１に接続された室外機
２とを備え、室外機２は、室外機２の動作を制御する制
御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段２２を有
する空気調和機。室外機２は、外部機器３を接続する手
段３２ｂと、接続する手段３２ｂに外部機器３が接続さ
れていることを検出する手段２２と、検出する手段２２
が外部機器３が接続されていることを検出しているとき
に、外部機器３と通信を行う通信手段２２と、通信手段
２２が、外部機器３から制御プログラムの書換えを指示
する信号を受信したときに、記憶手段２２に記憶されて
いる制御プログラムを、通信手段２２が外部機器３から
受信した制御プログラムに書換える書換手段２２とを備
える構成である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　その動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段を備える電気機器
において、
　外部機器を接続する手段と、該手段に該外部機器が接続されていることを検出する手段
と、該手段が前記外部機器が接続されていることを検出しているときに、該外部機器と通
信を行う通信手段と、該通信手段が、該外部機器から前記制御プログラムの書換えを指示
する信号を受信したときに、前記記憶手段に記憶されている制御プログラムを、前記通信
手段が前記外部機器から受信した制御プログラムに書換える書換手段と、該書換手段が該
制御プログラムへの書換えを終了したことを検出する手段と、該手段が書換えの終了を検
出したときに、書換えの終了を表示する手段とを備えることを特徴とする電気機器。
【請求項２】
　その動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段を備える空気調和
機において、
　外部機器を接続する手段と、該手段に該外部機器が接続されていることを検出する手段
と、該手段が前記外部機器が接続されていることを検出しているときに、該外部機器と通
信を行う通信手段と、該通信手段が、該外部機器から前記制御プログラムの書換えを指示
する信号を受信したときに、前記記憶手段に記憶されている制御プログラムを、前記通信
手段が前記外部機器から受信した制御プログラムに書換える書換手段とを備えることを特
徴とする空気調和機。
【請求項３】
　前記書換手段が前記制御プログラムへの書換えを終了したことを検出する手段と、該手
段が書換えの終了を検出したときに、書換えの終了を表示する手段とを更に備える請求項
２記載の空気調和機。
【請求項４】
　室内機と、該室内機に接続された室外機とを備え、該室外機は、該室外機の動作を制御
する制御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段を有する空気調和機において、
　前記室外機は、外部機器を接続する手段と、該手段に該外部機器が接続されていること
を検出する手段と、該手段が前記外部機器が接続されていることを検出しているときに、
該外部機器と通信を行う通信手段と、該通信手段が、該外部機器から前記制御プログラム
の書換えを指示する信号を受信したときに、前記記憶手段に記憶されている制御プログラ
ムを、前記通信手段が前記外部機器から受信した制御プログラムに書換える書換手段とを
備えることを特徴とする空気調和機。
【請求項５】
　室内機と、該室内機に接続された室外機とを備え、該室内機は、該室内機の動作を制御
する制御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段を有する空気調和機において、
　前記室内機は、外部機器を接続する手段と、該手段に該外部機器が接続されていること
を検出する手段と、該手段が前記外部機器が接続されていることを検出しているときに、
該外部機器と通信を行う通信手段と、該通信手段が、該外部機器から前記制御プログラム
の書換えを指示する信号を受信したときに、前記記憶手段に記憶されている制御プログラ
ムを、前記通信手段が前記外部機器から受信した制御プログラムに書換える書換手段とを
備えることを特徴とする空気調和機。
【請求項６】
　前記室内機は、前記書換手段が前記制御プログラムへの書換えを終了したことを検出す
る手段と、該手段が書換えの終了を検出したときに、書換えの終了を表示する手段とを更
に備える請求項５記載の空気調和機。
【請求項７】
　１又は複数の室内機と、複数の室内機に接続可能な室外機とを備え、該室外機は、該室
外機の動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段を有する空気調和
機において、
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　前記室外機は、外部機器を接続する手段と、該手段に該外部機器が接続されていること
を検出する手段と、該手段が前記外部機器が接続されていることを検出しているときに、
該外部機器と通信を行う通信手段と、該通信手段が、該外部機器から前記制御プログラム
の書換えを指示する信号を受信したときに、前記記憶手段に記憶されている制御プログラ
ムを、前記通信手段が前記外部機器から受信した制御プログラムに書換える書換手段とを
備えることを特徴とする空気調和機。
【請求項８】
　前記室外機は、前記書換手段が前記制御プログラムへの書換えを終了したことを検出す
る手段と、該手段が書換えの終了を検出したときに、書換えの終了を表示する手段とを更
に備える請求項４又は７記載の空気調和機。
【請求項９】
　その動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段を備え、空気調和
機の室内機に接続されて使用される室外機において、
　外部機器を接続する手段と、該手段に該外部機器が接続されていることを検出する手段
と、該手段が前記外部機器が接続されていることを検出しているときに、該外部機器と通
信を行う通信手段と、該通信手段が、該外部機器から前記制御プログラムの書換えを指示
する信号を受信したときに、前記記憶手段に記憶されている制御プログラムを、前記通信
手段が前記外部機器から受信した制御プログラムに書換える書換手段とを備えることを特
徴とする室外機。
【請求項１０】
　その動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段を備え、空気調和
機の室外機に接続されて使用される室内機において、
　外部機器を接続する手段と、該手段に該外部機器が接続されていることを検出する手段
と、該手段が前記外部機器が接続されていることを検出しているときに、該外部機器と通
信を行う通信手段と、該通信手段が、該外部機器から前記制御プログラムの書換えを指示
する信号を受信したときに、前記記憶手段に記憶されている制御プログラムを、前記通信
手段が前記外部機器から受信した制御プログラムに書換える書換手段とを備えることを特
徴とする室内機。
【請求項１１】
　前記書換手段が前記制御プログラムへの書換えを終了したことを検出する手段と、該手
段が書換えの終了を検出したときに、書換えの終了を表示する手段とを更に備える請求項
１０記載の室内機。
【請求項１２】
　その動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段を備え、空気調和
機の１又は複数の室内機に接続されて使用される室外機において、
　外部機器を接続する手段と、該手段に該外部機器が接続されていることを検出する手段
と、該手段が前記外部機器が接続されていることを検出しているときに、該外部機器と通
信を行う通信手段と、該通信手段が、該外部機器から前記制御プログラムの書換えを指示
する信号を受信したときに、前記記憶手段に記憶されている制御プログラムを、前記通信
手段が前記外部機器から受信した制御プログラムに書換える書換手段とを備えることを特
徴とする室外機。
【請求項１３】
　前記書換手段が前記制御プログラムへの書換えを終了したことを検出する手段と、該手
段が書換えの終了を検出したときに、書換えの終了を表示する手段とを更に備える請求項
９又は１２記載の室外機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、その動作を制御する制御プログラムの書換えを簡単にできる電気機器、空気
調和機、室外機及び室内機に関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　空気調和機は、小規模のものを除いて、室内機及び室外機からなり、これらの動作を制
御する為に、従来は、室内機にその制御プログラムを格納したＥＥＰＲＯＭ（Electrical
ly-Erasable Programmable ROM）、及びＥＥＰＲＯＭに格納された制御プログラムを実行
するマイクロコンピュータ（以下、マイコンと記載）を備えている。
　リモートコントローラ等の操作手段から入力された操作指示に従って作動する場合、室
内機のマイコンは、ＥＥＰＲＯＭから読み出した制御プログラムを実行して自身に搭載さ
れた各種ハードウェアの動作を制御すると共に、必要に応じて室外機の動作を制御する為
の制御信号を室外機側へ送信し、全体として空気調和機として作動させている。
【０００３】
　特許文献１には、ワイヤレス信号等の書換え信号を受信する書換え信号受信手段と、書
換え信号受信手段から送信された書換え信号に基づいて主制御プログラムを書換える主制
御プログラム書換え手段と、書換え可能な不揮発性メモリに格納され、主制御プログラム
書換え手段に送られた書換え信号により書換えられ、空調制御処理を実行する通常空調制
御手段とを有する制御プログラム書換え装置を備える空気調和装置が記載されている。
【特許文献１】特開平１１－２０１５３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　空気調和機は、従来、室内機及び室外機を一対として設計され、設置現場においても、
一対として設置され、また、その制御内容の変更に手間が掛かるので、既設のものとは機
種が異なる室内機又は室外機のみが購入されて置換えられるようなことはなかった。しか
し、近時、書込み（書換え）速度がＥＥＰＲＯＭに比べて格段に速いフラッシュメモリを
内蔵したフラッシュマイコンが普及し、空気調和機にも搭載されるようになっている。そ
の為、空気調和機の制御内容の変更が容易になり、既設のものとは機種が異なる室内機又
は室外機を購入して、簡単に置換え又は増設することができる空気調和機が望まれている
。
【０００５】
　本発明は、上述したような事情に鑑みてなされたものであり、制御内容の変更が簡単な
電気機器を提供することを目的とする。
　また、本発明は、制御内容の変更が簡単な空気調和機を提供することを目的とする。
　また、本発明は、室外機の制御内容の変更が簡単で、既設のものとは機種が異なる室内
機を購入して、簡単に置換えることができる空気調和機を提供することを目的とする。
【０００６】
　また、本発明は、室内機の制御内容の変更が簡単で、既設のものとは機種が異なる室外
機を購入して、簡単に置換えることができる空気調和機を提供することを目的とする。
　また、本発明は、複数の室内機に接続可能な室外機の制御内容の変更が簡単で、既設の
ものとは機種が異なる室内機を購入して、簡単に増設又は置換えができる空気調和機を提
供することを目的とする。
　また、本発明は、制御内容の変更が簡単であり、既設のものとは機種が異なる室内機を
購入して、簡単に置換えることができる空気調和機の室外機を提供することを目的とする
。
【０００７】
　また、本発明は、制御内容の変更が簡単であり、既設のものとは機種が異なる室外機を
購入して、簡単に置換えることができる空気調和機の室内機を提供することを目的とする
。
　また、本発明は、制御内容の変更が簡単で、複数の室内機に接続可能であり、既設のも
のとは機種が異なる室内機を購入して、簡単に増設又は置換えができる空気調和機の室外
機を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る電気機器は、その動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な
記憶手段を備える電気機器において、外部機器を接続する手段と、該手段に該外部機器が
接続されていることを検出する手段と、該手段が前記外部機器が接続されていることを検
出しているときに、該外部機器と通信を行う通信手段と、該通信手段が、該外部機器から
前記制御プログラムの書換えを指示する信号を受信したときに、前記記憶手段に記憶され
ている制御プログラムを、前記通信手段が前記外部機器から受信した制御プログラムに書
換える書換手段と、該書換手段が該制御プログラムへの書換えを終了したことを検出する
手段と、該手段が書換えの終了を検出したときに、書換えの終了を表示する手段とを備え
ることを特徴とする。
【０００９】
　この電気機器では、その動作を制御する制御プログラムを、書換え可能な記憶手段が記
憶する。外部機器が接続されていることを検出しているときに、外部機器と通信を行い、
外部機器から制御プログラムの書換えを指示する信号を受信したときに、記憶手段に記憶
されている制御プログラムを、外部機器から受信した制御プログラムに書換える。その制
御プログラムへの書換えを終了したことを検出したときに、その書換えの終了を表示する
。
【００１０】
　本発明に係る空気調和機は、その動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能
な記憶手段を備える空気調和機において、外部機器を接続する手段と、該手段に該外部機
器が接続されていることを検出する手段と、該手段が前記外部機器が接続されていること
を検出しているときに、該外部機器と通信を行う通信手段と、該通信手段が、該外部機器
から前記制御プログラムの書換えを指示する信号を受信したときに、前記記憶手段に記憶
されている制御プログラムを、前記通信手段が前記外部機器から受信した制御プログラム
に書換える書換手段とを備えることを特徴とする。
【００１１】
　この空気調和機では、その動作を制御する制御プログラムを、書換え可能な記憶手段が
記憶する。外部機器が接続されていることを検出しているときに、外部機器と通信を行い
、外部機器から制御プログラムの書換えを指示する信号を受信したときに、記憶手段に記
憶されている制御プログラムを、外部機器から受信した制御プログラムに書換える。
【００１２】
　本発明に係る空気調和機は、前記書換手段が前記制御プログラムへの書換えを終了した
ことを検出する手段と、該手段が書換えの終了を検出したときに、書換えの終了を表示す
る手段とを更に備えることを特徴とする。
【００１３】
　本発明に係る空気調和機は、室内機と、該室内機に接続された室外機とを備え、該室外
機は、該室外機の動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段を有す
る空気調和機において、前記室外機は、外部機器を接続する手段と、該手段に該外部機器
が接続されていることを検出する手段と、該手段が前記外部機器が接続されていることを
検出しているときに、該外部機器と通信を行う通信手段と、該通信手段が、該外部機器か
ら前記制御プログラムの書換えを指示する信号を受信したときに、前記記憶手段に記憶さ
れている制御プログラムを、前記通信手段が前記外部機器から受信した制御プログラムに
書換える書換手段とを備えることを特徴とする。
【００１４】
　この空気調和機では、室内機と、室内機に接続された室外機とを備え、室外機は、室外
機の動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段を有している。室外
機は、外部機器が接続されていることを検出しているときに、外部機器と通信を行い、外
部機器から制御プログラムの書換えを指示する信号を受信したときに、記憶手段に記憶さ
れている制御プログラムを、外部機器から受信した制御プログラムに書換える。
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【００１５】
　本発明に係る空気調和機は、室内機と、該室内機に接続された室外機とを備え、該室内
機は、該室内機の動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段を有す
る空気調和機において、前記室内機は、外部機器を接続する手段と、該手段に該外部機器
が接続されていることを検出する手段と、該手段が前記外部機器が接続されていることを
検出しているときに、該外部機器と通信を行う通信手段と、該通信手段が、該外部機器か
ら前記制御プログラムの書換えを指示する信号を受信したときに、前記記憶手段に記憶さ
れている制御プログラムを、前記通信手段が前記外部機器から受信した制御プログラムに
書換える書換手段とを備えることを特徴とする。
【００１６】
　この空気調和機では、室内機と、室内機に接続された室外機とを備え、室内機は、室内
機の動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段を有している。室内
機は、外部機器が接続されていることを検出しているときに、外部機器と通信を行い、外
部機器から制御プログラムの書換えを指示する信号を受信したときに、記憶手段に記憶さ
れている制御プログラムを、外部機器から受信した制御プログラムに書換える。
【００１７】
　本発明に係る空気調和機は、前記室内機は、前記書換手段が前記制御プログラムへの書
換えを終了したことを検出する手段と、該手段が書換えの終了を検出したときに、書換え
の終了を表示する手段とを更に備えることを特徴とする。
【００１８】
　本発明に係る空気調和機は、１又は複数の室内機と、複数の室内機に接続可能な室外機
とを備え、該室外機は、該室外機の動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能
な記憶手段を有する空気調和機において、前記室外機は、外部機器を接続する手段と、該
手段に該外部機器が接続されていることを検出する手段と、該手段が前記外部機器が接続
されていることを検出しているときに、該外部機器と通信を行う通信手段と、該通信手段
が、該外部機器から前記制御プログラムの書換えを指示する信号を受信したときに、前記
記憶手段に記憶されている制御プログラムを、前記通信手段が前記外部機器から受信した
制御プログラムに書換える書換手段とを備えることを特徴とする。
【００１９】
　この空気調和機では、１又は複数の室内機と、複数の室内機に接続可能な室外機とを備
え、室外機は、室外機の動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段
を有している。室外機は、外部機器が接続されていることを検出しているときに、外部機
器と通信を行い、外部機器から制御プログラムの書換えを指示する信号を受信したときに
、記憶手段に記憶されている制御プログラムを、外部機器から受信した制御プログラムに
書換える。
【００２０】
　本発明に係る空気調和機は、前記室外機は、前記書換手段が前記制御プログラムへの書
換えを終了したことを検出する手段と、該手段が書換えの終了を検出したときに、書換え
の終了を表示する手段とを更に備えることを特徴とする。
【００２１】
　本発明に係る室外機は、その動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記
憶手段を備え、空気調和機の室内機に接続されて使用される室外機において、外部機器を
接続する手段と、該手段に該外部機器が接続されていることを検出する手段と、該手段が
前記外部機器が接続されていることを検出しているときに、該外部機器と通信を行う通信
手段と、該通信手段が、該外部機器から前記制御プログラムの書換えを指示する信号を受
信したときに、前記記憶手段に記憶されている制御プログラムを、前記通信手段が前記外
部機器から受信した制御プログラムに書換える書換手段とを備えることを特徴とする。
【００２２】
　この室外機では、その動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段
を備え、空気調和機の室内機に接続されて使用される。外部機器が接続されていることを
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検出しているときに、外部機器と通信を行い、外部機器から制御プログラムの書換えを指
示する信号を受信したときに、記憶手段に記憶されている制御プログラムを、外部機器か
ら受信した制御プログラムに書換える。
【００２３】
　本発明に係る室内機は、その動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記
憶手段を備え、空気調和機の室外機に接続されて使用される室内機において、外部機器を
接続する手段と、該手段に該外部機器が接続されていることを検出する手段と、該手段が
前記外部機器が接続されていることを検出しているときに、該外部機器と通信を行う通信
手段と、該通信手段が、該外部機器から前記制御プログラムの書換えを指示する信号を受
信したときに、前記記憶手段に記憶されている制御プログラムを、前記通信手段が前記外
部機器から受信した制御プログラムに書換える書換手段とを備えることを特徴とする。
【００２４】
　この室内機では、その動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段
を備え、空気調和機の室外機に接続されて使用される。外部機器が接続されていることを
検出しているときに、外部機器と通信を行い、外部機器から制御プログラムの書換えを指
示する信号を受信したときに、記憶手段に記憶されている制御プログラムを、外部機器か
ら受信した制御プログラムに書換える。
【００２５】
　本発明に係る室内機は、前記書換手段が前記制御プログラムへの書換えを終了したこと
を検出する手段と、該手段が書換えの終了を検出したときに、書換えの終了を表示する手
段とを更に備えることを特徴とする。
【００２６】
　本発明に係る室外機は、その動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記
憶手段を備え、空気調和機の１又は複数の室内機に接続されて使用される室外機において
、外部機器を接続する手段と、該手段に該外部機器が接続されていることを検出する手段
と、該手段が前記外部機器が接続されていることを検出しているときに、該外部機器と通
信を行う通信手段と、該通信手段が、該外部機器から前記制御プログラムの書換えを指示
する信号を受信したときに、前記記憶手段に記憶されている制御プログラムを、前記通信
手段が前記外部機器から受信した制御プログラムに書換える書換手段とを備えることを特
徴とする。
【００２７】
　この室外機では、その動作を制御する制御プログラムを記憶する書換え可能な記憶手段
を備え、空気調和機の１又は複数の室内機に接続されて使用される。外部機器が接続され
ていることを検出しているときに、外部機器と通信を行い、外部機器から制御プログラム
の書換えを指示する信号を受信したときに、記憶手段に記憶されている制御プログラムを
、外部機器から受信した制御プログラムに書換える。
【００２８】
　本発明に係る室外機は、前記書換手段が前記制御プログラムへの書換えを終了したこと
を検出する手段と、該手段が書換えの終了を検出したときに、書換えの終了を表示する手
段とを更に備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明に係る電気機器によれば、制御内容の変更が簡単な電気機器を実現することがで
きる。
【００３０】
　本発明に係る空気調和機によれば、制御内容の変更が簡単な空気調和機を実現すること
ができる。
【００３１】
　本発明に係る空気調和機によれば、室外機の制御内容の変更が簡単で、既設のものとは
機種が異なる室内機を購入して、簡単に置換えることができる空気調和機を実現すること
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ができる。例えば、ユーザが、１セットの空気調和機を購入した後、その後の新製品の室
内機のみを購入した場合、据付作業者が、室外機のフラッシュマイコンを書換えることで
、簡単に新製品の室内機に合わせて制御のマッチングを取ることができるので、既設の室
内機との置換えが容易にできる。
【００３２】
　本発明に係る空気調和機によれば、室内機の制御内容の変更が簡単で、既設のものとは
機種が異なる室外機を購入して、簡単に置換えることができる空気調和機を実現すること
ができる。例えば、ユーザが、１セットの空気調和機を購入した後、その後の新製品の室
外機のみを購入した場合、据付作業者が、室内機のフラッシュマイコンを書換えることで
、簡単に新製品の室外機に合わせて制御のマッチングを取ることができるので、既設の室
外機との置換えが容易にできる。
【００３３】
　本発明に係る空気調和機によれば、複数の室内機に接続可能な室外機の制御内容の変更
が簡単で、既設のものとは機種が異なる室内機を購入して、簡単に増設又は置換えができ
る空気調和機を実現することができる。例えば、ユーザが、１又は複数台の室内機と１台
の室外機とを購入した後、その後の新製品の室内機を購入した場合、据付作業者が、室外
機のフラッシュマイコンを書換えることで、簡単に新旧製品の室内機に合わせて制御のマ
ッチングを取ることができるので、室内機の置換え、増設が容易にできる。
　また、製造会社は、１セットの空気調和機を発売した後、接続可能な室内機のラインア
ップを時期をずらせて開発し、次々と市場に投入して行くことができるので、開発の為の
負担を軽減することができる。
【００３４】
　本発明に係る室外機によれば、制御内容の変更が簡単であり、既設のものとは機種が異
なる室内機を購入して、簡単に置換えることができる空気調和機の室外機を実現すること
ができる。例えば、ユーザが、１セットの室外機及び室内機を購入した後、その後の新製
品の室内機のみを購入した場合、据付作業者が、室外機のフラッシュマイコンを書換える
ことで、簡単に新製品の室内機に合わせて制御のマッチングを取ることができるので、既
設の室内機との置換えが容易にできる。
【００３５】
　本発明に係る室内機によれば、制御内容の変更が簡単であり、既設のものとは機種が異
なる室外機を購入して、簡単に置換えることができる空気調和機の室内機を実現すること
ができる。例えば、ユーザが、１セットの室内機及び室外機を購入した後、その後の新製
品の室外機のみを購入した場合、据付作業者が、室内機のフラッシュマイコンを書換える
ことで、簡単に新製品の室外機に合わせて制御のマッチングを取ることができるので、既
設の室外機との置換えが容易にできる。
【００３６】
　本発明に係る室外機によれば、制御内容の変更が簡単で、複数の室内機に接続可能であ
り、既設のものとは機種が異なる室内機を購入して、簡単に増設又は置換えができる空気
調和機の室外機を実現することができる。例えば、ユーザが、１又は複数台の室内機と１
台の室外機とを購入した後、その後の新製品の室内機を購入した場合、据付作業者が、室
外機のフラッシュマイコンを書換えることで、簡単に新旧製品の室内機に合わせて制御の
マッチングを取ることができるので、室内機の置換え、増設が容易にできる。
　また、製造会社は、１セットの空気調和機を発売した後、接続可能な室内機のラインア
ップを時期をずらせて開発し、次々と市場に投入して行くことができるので、開発の為の
負担を軽減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　以下に、本発明をその実施の形態を示す図面に基づき説明する。
（実施の形態１）
　図１は、本発明に係る電気機器及び空気調和機の実施の形態１の概略構成を示すブロッ
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ク図である。この空気調和機は、室内の高所又は床に設置される室内機１と、室外に設置
される室外機２とを備えている。室内機１は、制御回路１１内に自身及び室外機２の動作
を制御する為の制御プログラムを格納したフラッシュマイコン２１を備え、室外機２は、
制御回路１２内にその動作を制御する為の制御プログラムを格納したフラッシュマイコン
２２を備えている。フラッシュマイコン２１，２２は、内蔵するフラッシュメモリ（後述
）に制御プログラムを格納している。
【００３８】
　室内機１のフラッシュマイコン２１及び室外機１のフラッシュマイコン２２は、コネク
タ３１，３２ａを通じて互いに接続されている。
　室外機２のケーシングの一部（例えば前面パネル）を取外した位置に、フラッシュマイ
コン２２に格納した制御プログラムを書換える為のコネクタ３２ｂが設けられている。
【００３９】
　制御プログラムを書換える際、コネクタ３２ｂには、書換機（外部機器）３のコネクタ
３３が接続される。書換機３は、書換え用の制御プログラムを格納するマスタフラッシュ
マイコン１３を備えており、書換え用制御プログラムは、マスタフラッシュマイコン１３
、コネクタ３３，３２ｂの経路で、フラッシュマイコン２２へ送信される。
　室外機２の制御プログラムの書換えは、例えば、室内機１のみを新型のものに取替え、
室外機２は継続して使用する場合等に行われる。
【００４０】
　書換機３には、制御プログラムの書換えの開始を指示する操作スイッチ３ａが設けられ
、室外機２には、制御プログラムの書換えの終了を表示する表示灯（表示する手段）３２
が設けられている。
　尚、本明細書では、動作を制御する為の運転プログラム、温度制御プログラム、湿度制
御プログラム等の各種プログラムの他、室内機１及び室外機２を制御する為に必要となる
各種データを含めて制御プログラムと記載する。
【００４１】
　図２は、室外機２に搭載されたフラッシュマイコン２２の内部構成を示すブロック図で
ある。このフラッシュマイコン２２は、各種の演算処理を行うＣＰＵ５１と、通信プログ
ラム、制御プログラム等、室外機２の動作を制御する為に必要なデータを記憶するフラッ
シュメモリ５２（記憶手段）とを備えている。また、ＣＰＵ５１及びフラッシュメモリ５
２にアドレス／データバス５６を通じて接続され、室内機１のフラッシュマイコン２１、
及び書換機３と接続する為の接続インタフェース５５を備えている。
【００４２】
　ＣＰＵ５１は、フラッシュメモリ５２に格納された制御プログラムに従って、室外機２
の動作を制御する。フラッシュメモリ５２は、書換えが可能な記憶手段であり、その記憶
領域の一部は、接続インタフェース５５を通じて接続された機器と通信を行う為の通信プ
ログラムが格納された通信プログラム記憶領域５３、及び制御プログラムが格納された制
御プログラム記憶領域５４として利用される。
【００４３】
　接続インタフェース５５は、室内機１のみが、コネクタ３２ａ，３１により接続されて
いる場合、室内機１と通信を行う為の通信インタフェースとして機能し、書換機３が、コ
ネクタ３２ｂ，３３により接続されている場合、書換機３と通信を行う為の通信インタフ
ェースとして機能する。本実施の形態１では、室内機１のみが接続されている場合、通信
プログラム記憶領域５３に格納されている通信プログラムの内、室内機１との通信を行う
為の通信プログラムが実行される。また、書換機３が接続された場合、通信プログラム記
憶領域５３に格納されている通信プログラムの内、書換機３との通信を行う為の通信プロ
グラムが実行される。
【００４４】
　図３は、書換機３に搭載されたフラッシュマイコン１３の内部構成を示すブロック図で
ある。このフラッシュマイコン１３は、各種の演算処理を行うＣＰＵ６１と、書換え用の



(10) JP 2008-281231 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

制御プログラムを記憶したフラッシュメモリ６２とを備えている。また、ＣＰＵ６１及び
フラッシュメモリ６２にアドレス／データバス６４を通じて接続され、操作スイッチ３ａ
と室外機２のフラッシュマイコン２２とに接続する為の接続インタフェース６３を備えて
いる。
【００４５】
　ＣＰＵ６１は、接続インタフェース６３を通じて受信する室外機２（フラッシュマイコ
ン２２）からの制御信号に従って、フラッシュメモリ６２及び接続インタフェース６３の
動作を制御する。即ち、接続インタフェース６３で書換え用の制御プログラムに対する送
信要求を受信した場合、ＣＰＵ６１は、フラッシュメモリ６２の所定領域に格納されてい
る書換え用の制御プログラムを読出し、読出した制御プログラムを接続インタフェース６
３を通じて室外機２（フラッシュマイコン２２）へ送信する。
【００４６】
　以下に、このような構成の空気調和機の室外機２の動作を、それを示す図４のフローチ
ャートを参照しながら説明する。
　空気調和機の電源がオンにされると（Ｓ１）、室外機２のフラッシュマイコン２２は、
室外機２のコネクタ３２ｂに書換機３のコネクタ３３が接続されているか否かを判定する
（Ｓ３）。書換機３のコネクタ３３が接続されているか否かは、コネクタ３２ｂに接続さ
れた機器から送信される信号が所定の信号であるか否かにより判定することができる。
【００４７】
　フラッシュマイコン２２は、書換機３が接続されていると判定したときは（Ｓ３）、制
御プログラムの書換えを指示する為の操作スイッチ３ａの状態を示す信号が、オン状態に
なったか否かを判定する（Ｓ５）。
　フラッシュマイコン２２は、操作スイッチ３ａの状態を示す信号が、オン状態になった
とき（Ｓ５）、書換機３に対して、書換え用の制御プログラムの送信を要求し、この要求
に対して、書換機３が送信する制御プログラムを接続インタフェース５５で取得し（Ｓ７
）、制御プログラムの書換えを行う（Ｓ９）。具体的には、ＣＰＵ５１の指示により、フ
ラッシュメモリ５２の制御プログラム記憶領域５４に格納されている制御プログラムを消
去し、接続インタフェース５５で取得した制御プログラムを新たに制御プログラム記憶領
域５４に格納することにより、制御プログラムの書換えを行う。
【００４８】
　フラッシュマイコン２２は、制御プログラムの書換えを行っている間（Ｓ９）、制御プ
ログラムの書換えが終了したか否かを判定し（Ｓ１１）、書換えが終了したと判定したと
きは、接続インタフェース５５を通じて、表示灯３２に書換えが終了したことを表示させ
る（Ｓ１３）。次いで、空気調和機の電源がオフになる迄（Ｓ１７）、予め設定されてい
る内容に応じて、冷房、暖房及び換気の何れかの運転を行い（Ｓ１５）、電源がオフにな
れば、電源がオンになる迄待機する（Ｓ１）。
　フラッシュマイコン２２は、書換機３が接続されていないと判定したときは（Ｓ３）、
空気調和機の電源がオフになる迄（Ｓ１７）、予め設定されている内容に応じて、冷房、
暖房及び換気の何れかの運転を行う（Ｓ１５）。
【００４９】
（実施の形態２）
　図５は、本発明に係る電気機器及び空気調和機の実施の形態２の概略構成を示すブロッ
ク図である。この空気調和機は、室内の高所又は床に設置される室内機４と、室外に設置
される室外機５とを備えている。室内機４は、制御回路１４内に自身及び室外機５の動作
を制御する為の制御プログラムを格納したフラッシュマイコン２４を備え、室外機５は、
制御回路１５内にその動作を制御する為の制御プログラムを格納したフラッシュマイコン
２５を備えている。フラッシュマイコン２４，２５は、内蔵するフラッシュメモリに制御
プログラムを格納している。
【００５０】
　室内機４のフラッシュマイコン２４及び室外機５のフラッシュマイコン２５は、コネク
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タ３４ａ，３５を通じて互いに接続されている。
　室内機４のケーシングの一部（例えば前面パネル）を取り外した位置に、フラッシュマ
イコン２４に格納した制御プログラムを書換える為のコネクタ３４ｂが設けられている。
【００５１】
　制御プログラムを書換える際、コネクタ３４ｂには、書換機（外部機器）６のコネクタ
３６が接続される。書換機６は、書換え用の制御プログラムを格納するマスタフラッシュ
マイコン１６を備えており、書換え用制御プログラムは、マスタフラッシュマイコン１６
、コネクタ３６，３４ｂの経路で、フラッシュマイコン２４へ送信される。
　室内機４の制御プログラムの書換えは、例えば、室外機５のみを新型のものに取替え、
室内機４は継続して使用する場合等に行われる。
【００５２】
　書換機６には、制御プログラムの書換えの開始を指示する操作スイッチ６ａが設けられ
、室内機４には、制御プログラムの書換えの終了を表示する表示灯（表示する手段）３４
が設けられている。
　室内機４に搭載されたフラッシュマイコン２４の内部構成及び動作は、実施の形態１で
説明した図２のフラッシュマイコン２２の内部構成及び動作と略同様であるので、説明を
省略する。書換機６に搭載されたフラッシュマイコン１６の内部構成及び動作は、実施の
形態１で説明した図３のフラッシュマイコン１３の内部構成及び動作と同様であるので、
説明を省略する。
【００５３】
　以下に、このような構成の空気調和機の室内機４の動作を、それを示す図６のフローチ
ャートを参照しながら説明する。空気調和機の電源がオンにされると（Ｓ２１）、室内機
４のフラッシュマイコン２４は、室内機４のコネクタ３４ｂに書換機６のコネクタ３６が
接続されているか否かを判定する（Ｓ２３）。書換機６のコネクタ３６が接続されている
か否かは、コネクタ３４ｂに接続された機器から送信される信号が所定の信号であるか否
かにより判定することができる。
【００５４】
　フラッシュマイコン２４は、書換機６が接続されていると判定したときは（Ｓ２３）、
制御プログラムの書換えを指示する為の操作スイッチ６ａの状態を示す信号が、オン状態
になったか否かを判定する（Ｓ２５）。
　フラッシュマイコン２４は、操作スイッチ６ａの状態を示す信号が、オン状態になった
とき（Ｓ２５）、書換機６に対して、書換え用の制御プログラムの送信を要求し、この要
求に対して、書換機６が送信する制御プログラムを接続インタフェース５５（図２）で取
得し（Ｓ２７）、制御プログラムの書換えを行う（Ｓ２９）。具体的には、ＣＰＵ５１（
図２）の指示により、フラッシュメモリ５２の制御プログラム記憶領域５４（図２）に格
納されている制御プログラムを消去し、接続インタフェース５５で取得した制御プログラ
ムを新たに制御プログラム記憶領域５４（図２）に格納することにより、制御プログラム
の書換えを行う。
【００５５】
　フラッシュマイコン２４は、制御プログラムの書換えを行っている間（Ｓ２９）、制御
プログラムの書換えが終了したか否かを判定し（Ｓ３１）、書換えが終了したと判定した
ときは、接続インタフェース５５を通じて、表示灯３４に書換えが終了したことを表示さ
せる（Ｓ３３）。次いで、室外機５が室内機４に接続されているか否かを判定し（Ｓ３９
）、接続されていれば、空気調和機の電源がオフになる迄（Ｓ３７）、予め設定されてい
る内容に応じて、冷房、暖房及び換気の何れかの運転を行い（Ｓ３５）、電源がオフにな
れば、電源がオンになる迄待機する（Ｓ２１）。
【００５６】
　フラッシュマイコン２４は、室外機５が室内機４に接続されていなければ（Ｓ３９）、
エラー処理を実行した後（Ｓ４１）、空気調和機の電源がオフになる迄待機し（Ｓ３７）
、電源がオフになれば、電源がオンになる迄待機する（Ｓ２１）。
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　フラッシュマイコン２４は、書換機６が接続されていないと判定したときは（Ｓ２３）
、室外機５が室内機４に接続されているか否かを判定する（Ｓ３９）。
【００５７】
（実施の形態３）
　図７は、本発明に係る電気機器及び空気調和機の実施の形態３の概略構成を示すブロッ
ク図である。この空気調和機は、当初は、室内の高所又は床に設置される複数の室内機１
，１と、室外に設置される室外機７とを備えている。室内機１，１は、制御回路１１内に
自身及び室外機７の動作を制御する為の制御プログラムを格納したフラッシュマイコン２
１，２１を備え、室外機７は、制御回路１７内にその動作を制御する為の制御プログラム
を格納したフラッシュマイコン２７を備えている。フラッシュマイコン２１，２７は、内
蔵するフラッシュメモリ（後述）に制御プログラムを格納している。
【００５８】
　室外機７のフラッシュマイコン２７と室内機１，１のフラッシュマイコン２１，２１と
は、両端部にコネクタ４０，４１が取付けられたそれぞれのコードで互いに接続されてい
る。
　一方の室内機１のフラッシュマイコン２１は、室内機１側のコネクタ３１とコードのコ
ネクタ４０とが接続され、コードのコネクタ４１と室外機７側のコネクタ３７ａとが接続
されて、室外機７のフラッシュマイコン２７と接続されている。他方の室内機１のフラッ
シュマイコン２１は、室内機１側のコネクタ３１とコードのコネクタ４０とが接続され、
コードのコネクタ４１と室外機７側のコネクタ３７ｂとが接続されて、室外機７のフラッ
シュマイコン２７と接続されている。
【００５９】
　室外機７のケーシングの一部（例えば前面パネル）を取外した位置に、フラッシュマイ
コン２７に格納した制御プログラムを書換える為のコネクタ３７ｄが設けられている。
　制御プログラムを書換える際、コネクタ３７ｄには、書換機（外部機器）８のコネクタ
３８が接続される。書換機８は、書換え用の制御プログラムを格納するマスタフラッシュ
マイコン１８を備えており、書換え用制御プログラムは、マスタフラッシュマイコン１８
、コネクタ３８，３７ｄ、の経路で、フラッシュマイコン２７へ送信される。
【００６０】
　室外機７の制御プログラムの書換えは、例えば、室内機１の増設、室内機１の新型のも
のへの取替え、又は新型の室内機９の増設を行い、室外機７は継続して使用する場合等に
行われる。
　増設される新型の室内機９は、制御回路１１内に自身及び室外機７の動作を制御する為
の制御プログラムを格納したフラッシュマイコン２１を備えている。フラッシュマイコン
２１と室外機７のフラッシュマイコン２７とは、両端部にコネクタ４０，４１が取付けら
れたコードで互いに接続される。
【００６１】
　室内機９のフラッシュマイコン２１は、室内機９側のコネクタ３１とコードのコネクタ
４０とが接続され、コードのコネクタ４１と室外機７側のコネクタ３７ｃとが接続されて
、室外機７のフラッシュマイコン２７と接続される。
　書換機８には、制御プログラムの書換えの開始を指示する操作スイッチ８ａが設けられ
、室外機７には、制御プログラムの書換えの終了を表示する表示灯（表示する手段）３７
が設けられている。
【００６２】
　図８は、室外機７に搭載されたフラッシュマイコン２７の内部構成を示すブロック図で
ある。このフラッシュマイコン２７は、各種の演算処理を行うＣＰＵ７１と、通信プログ
ラム、制御プログラム等、室外機７の動作を制御する為に必要なデータを記憶するフラッ
シュメモリ７２（記憶手段）とを備えている。また、ＣＰＵ７１及びフラッシュメモリ７
２にアドレス／データバス７６を通じて接続され、室内機１，９のフラッシュマイコン２
１，２１、及び書換機８と接続する為の接続インタフェース７５を備えている。
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　ＣＰＵ７１は、フラッシュメモリ７２に格納された制御プログラムに従って、室外機７
の動作を制御する。フラッシュメモリ７２は、書換えが可能な記憶手段であり、その記憶
領域の一部は、接続インタフェース７５を通じて接続された機器と通信を行う為の通信プ
ログラムが格納された通信プログラム記憶領域７３、及び制御プログラムが格納された制
御プログラム記憶領域７４として利用される。
【００６４】
　接続インタフェース７５は、室内機１，１，９のみが、コネクタ３７ａ，３７ｂ，３７
ｃにより接続されている場合、室内機１，１，９と通信を行う為の通信インタフェースと
して機能し、書換機８が、コネクタ３７ｄ，３８により接続されている場合、書換機８と
通信を行う為の通信インタフェースとして機能する。本実施の形態３では、室内機１，１
，９のみが接続されている場合、通信プログラム記憶領域７３に格納されている通信プロ
グラムの内、室内機１，１，９との通信を行う為の通信プログラムが実行される。また、
書換機８が接続された場合、通信プログラム記憶領域７３に格納されている通信プログラ
ムの内、書換機８との通信を行う為の通信プログラムが実行される。
【００６５】
　書換機８に搭載されたフラッシュマイコン１８の内部構成及び動作は、実施の形態１で
説明した図３のフラッシュマイコン１３の内部構成及び動作と略同様であるので、説明を
省略する。
　このような構成の空気調和機の室外機７の動作は、実施の形態１で説明した室外機２の
動作（図４）と略同様であるので、説明を省略する。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】本発明に係る電気機器及び空気調和機の実施の形態の概略構成を示すブロック図
である。
【図２】室外機に搭載されたフラッシュマイコンの内部構成を示すブロック図である。
【図３】書換機に搭載されたフラッシュマイコンの内部構成を示すブロック図である。
【図４】本発明に係る空気調和機の室外機の動作を示すフローチャートである。
【図５】本発明に係る電気機器及び空気調和機の実施の形態の概略構成を示すブロック図
である。
【図６】本発明に係る空気調和機の室内機の動作を示すフローチャートである。
【図７】本発明に係る電気機器及び空気調和機の実施の形態の概略構成を示すブロック図
である。
【図８】室外機に搭載されたフラッシュマイコンの内部構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００６７】
　１，４，９　室内機
　２，５，７　室外機
　３，６，８　書換機（外部機器）
　３ａ，６ａ，８ａ　操作スイッチ
　１３，１６，１８　マスタフラッシュマイコン
　２１，２２，２４，２５，２７　フラッシュマイコン
　３１，３２ａ，３２ｂ，３３，３４，３４ａ，３４ｂ，３５，３６，３７ａ，３７ｂ，
３７ｃ，３７ｄ，３８，４０，４１　コネクタ
　３２，３４，３７　表示灯（表示する手段）
　５１，６１，７１　ＣＰＵ
　５２，７２　フラッシュメモリ（記憶手段）
　６２　フラッシュメモリ
　５５，６３，７５　接続インタフェース
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